
〔Ⅰ〕原 動 機

PRIME MOVERS

昭和27年度は､電源開発及び造礁計画の実施も愈々最

高潮に達し､引続く大容量機の受注と共に､幾多記録的

陸が品製 として産み出され日立技術の輝かしい成果を

見た｡工場設備に於ては大型回転機工場も復修全く成

り､又嘗って当時の記録品

ラソシス7k畢発

を上廻る境

設備の整備､

花口二発所納85,0001(Wフ

機を試験した大理梼摘鋸廿ピットも従前

成り､新型l工竹 機械の充実､試験

ほ叉研究諸設備の拡充等々あらゆる頑に

於て幾多新機軸をとり入れ､単に戦前に復旧したに止ま

らず､ か旧に倍する規

くて技術的にも量的にも

と能力を具うるに至った｡か

実な前進を見せ､斯界の期待

い得たのみならず､広く海外の需要に応ずるに十分

な態勢にあることは欣快に堪えない｡

かゝる状態のもとに､水力火力両面に於ける設計製作

にひたすら着実な精進が続けられ､長い歴史を右する有

の日立技術の藩蓄が傾けられた｡

即ち水軍に於てほ昭和24年を初年度とし同28年に至

る電源開凝五箇年計画実施の最も充実すべき年度に当

り､特に 大な大容量発 所の建設計画に呼応して､本

邦最大容量を誇る関西電力丸山発電所納 70,000kW 7

ランシス水車を始め､四国

00kW,同第二発電所納22,200ⅠくW

北陸 力神通川第一発

第←一発 所納21,4

の各ペルトン水車､

所納 48,0001て､w フランシス水

辛或いは我国最初の東京電力白根発電所納12,0001{W竪

軸ペルトソ水車､本邦最大容量最高落差を右する東北電

力本名発 所納30,0001【W カ70ラソ7k中等各種別にそ

れぞれ本邦最大容量をもつ7虹車が相ついで受注され設計

製作に移された｡先に斯界注視の裡にあった東北

沢沼発電所納23,0001{W横軸フラこ/シス水

成転運試 を以て送

力沼

は優秀な

運転に入り､又戦後の輸出第一･陣

として特に内外の関心を高めたブラジル国マカブ発電所

納3,3001くWベルトソ水車は既に良好な

台湾

転を開始し､

力公司天冷発電所納26,500kWフランシス及び

アルゼソチソ国エスカバ発 所納9,0001(W フランシス

7k専は何れも据付中である｡一方技術的面では改増築成

った水力実験室の拡充整備と相供って､竪軸ベルトソ水

草模型試験､ペルトン水軍能率向上､日動許鎖案内羽根

の実施､カブラソカ嘩空洞試験研究､キャビネット塾調

速機の製作等幾多の新機軸が

化された｡

実し､且つ応用面に具体

舶用タrビン､ボイラ及び補機類も亦その後順 に造

紛計画の高潮にのり､着実な成果を収めた｡即ち汽植に

於ては｢あらびあ丸｣用水催汽括の優秀な成績に引続き

製作完成した日立追給納日光丸10,000HPタrピソ用

船用二胴型7k管 植は､小 高能率而も大容量のものと

してその製作に特に慎重が期された｡蒸気タrビンに於

てはこれ又｢あらびあ九｣8,000HPタrビンに見せた優

秀な経験を生かし､米国キャラス祉納テニ｢胎ゼニ｢沿

用8,000HPタービン主機が好 裡に海を渡った｡更に

北海丸用5.000HP,日聖九日洋丸和4,000HPターピソ

主機等が何れも良好なる試験結果を以て運転され我国海

運卿こ貢献した｡今後益々斯界の活況に伴い､活溌な隈

進が期待される｡

陸用汽醍及びタービンにあっては､江別火力発

65t/hr汽徳につゞき四国 力西条発

所用

所納 60t/br 汽

催に良好な実績をあげ､その他多数の中､/ト型機が続々

と運転に入った｡又大容量火力機器としては､東京

潮田発 所納50,000】くWタービン及び150t汽曜が何

れも製作を完了し､近く現地据付を見んとしている｡陸

用タrピソでほ川崎製鉄納12,500kWターピソ､常陸

セメソト納5,0001亡W復水ダービソ､或は又十条製紙納

抄紙機部分駆動減速機等々枚 に連ない｡技術的には陸

用ダービy用全予由圧式調速機の∃采用が著明なものとして

注目される｡

以上の如き水軍､クーピソ及び汽確の製作途上に於け

る幾多の 問題ほ､戦後の荒廃した姿から面目一新し多

くの新機軸をとり入れて戦前を遥かに凌ぐ充実振りを見

せた工場 設備の完備と､幹部以下全員一致した不断の

研費とにより逐一解決され､この輝かしい綜合成果を待

つゝあるものである｡かくて大物品製作技術は目覚しく

向上して万全の消化態勢を確立し､今や 際的水 に堂

々の足跡を印したが､これら内容充実の結果ほやがて因

となり今後益々飛躍的発展が十分期待されるであろう｡

以下昭和27年度の製作成果と技術進歩の跡をふり返

ってみる｡

水 革

Water Turbines

〔Ⅰ〕新製品の内容紹介

昭和27年度中に新たに運転を開始した水車､若しく

ほ製作した7k革に就き､その主なるものを第l表(8頁

参照)に掲げる｡
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第1図 東北電力沼沢沼蒐竃所納 23,000kW

フランシス水車

現地据付状況

ポンプ

横軸

∴

Fig.1.Erection at Site of 23,000kW Francis

HorizontalWaterTurbine,I)irectCoupled

to23,000kVA AlternatOr and21,000kW

Turbine Pump

(l)運転開始Lた!bの

世界記録的規模を持つ東北電力沼沢沼揚7k発

器(日立

所用機

論Vol.34,No.5,昭27-5参謂)ほ､多くの

実験研究と斬新な技術によって 作されて

程憲なくその据付を全部完了し､近く揚7k

二運転に入らんとしている｡ニゝに納められ

た23,0001くW横軸フラこ/シス水草ほ､昭

和26年12月既に送電を開始しており､運転

状i■■私は極めて良好である｡

21,0001亡W揚7lくポソプの揚水量を制御す

る1,400¢ニードル吐出弁も三7年6月完成

Lた｡本吐出弁はポンプの運転時は順序制

御器によって日動運転されるが､筒揚7k量

の 整ほ配電盤より電動操作されるもので

ある｡.

関西 カ所庄発電所3,70朋;W竪軸プラ

シシス7k串ほ､先般既に営業 転に入った

が､その後卑寺に無拘束速度試験を行い､保

証値1,り8)r･p･m･(規達回転数60Dr.p.m.〕

たが､この

第2図

Fig.2.

東北電力沼沢沼発電所納 21,000klⅣ揚水

ポンプ用1,400¢ ニードル吐出弁工場組立

Shop Assembly ofl,400mm¢ Needle

Valve of21,000kW Turbine Pump

に於て振動5/100mmの好成

東京電力奈川揮発

を放めた｡

所堅軸フランシス水車は､ケrシ

ソグを除き改造を加え､水車最大出力10,500kW より

11,0001;Wになるよう出力増加を行ったが､効率試験の

結果､保証効率を上廻る値を得､改造前に比べて平均約

10%の効率向上を見た｡

北海道電力蘭越莞 所6,500kWカプラソ水車ほ据付

開始以来全く事故を生ずることなく運転に入ることが出

来､振動又はその他の障害もなく優秀な実績を挙げてい

る｡

海外にあってほブラジル国マカブ発 所用 3,3001{W

ベルトソ水車第三号櫻が終強後輸出の第一陣として納め

られたが､その据付も既に全く完了し極めて順調に 転

している｡.第3図にマカブ発電所の全景を第4囲に所内

据付状況を示す｡.

第3図

Fig.3.

マ カ ブ 冤 電 所 全
■ヽ】.

タ天

GeneralView of the Macabu Power Plant,Brazil

一▲



昭和 27 年庶に二於け る 目 方∵技術の成果

第4図

F短.4.

ブラジル国マカブ発竃所 3,3001くW

横軸ペルトン水車室

3,300kW HorizontalPel†0!1Wheel

第5図 アルゼンチン国エスカバ発電所納9,000kW

竪型フランシス7k皐工場組立

Fig.5.Shop Assembly of9,000kW Vertical

Francis Turbine

(2)据付中のもの

工場に於ける製作が完成L据付巾のものほ､第1表

(2〕に示す如くである｡

アルゼンチン国エスカバ発電所用機器一式は総て日立

製作所黎品であり､9,0001くW堅軸フフソシス7k申は目下

据付中である｡据付方式は二床式､ケーシソグは鋳銀製

である｡1,り00Inm¢油圧式仕切弁を有し､調 機ほ発電

第6図 台湾電力天冷発領新約 26,500kW堅軸

フランシス水車工場組立

Fig.6.Shop Assembly of26,500kW Vertical

Francis Turbine

第7因 天冷発電所電動式2,700mm¢鉄管弁工

場組立

Fig.7.2,700mm Motor-OperatedUpper Pen-

stock Valveunder Shop TestiI】g

機床面に据付けられ､一人制御方式である｡

台湾 力公司天冷発電所納水軍致び発

7

磯は戦後最大

容量の輸出品としてその第一･･号機ほ8月に現地据付を完

了し､第二号機も工場組立を終了した｡ケrシソグは鋳

銀製で､その入口部ほ1,800mI函の ｢lに接続し､

7k頚上カバrは内外に分かれ､且つガイドリングほガイ

ドべrシの外側に設けられて､水中の分解は水神室に於

て容易に行う亮一がⅢ来る設計となっている｡運転制御ほ

一h一人制御方式である｡性鋤こ関しては､

最高89.5% の効率が得られ､これを

型試験の結果､

物7k耳に換算す

ると92.3%となり､保証債91.0%を遥かに⊥題托好成
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第1表 新 設 発 電 所 (昭和27年慶)

Tablel･ Power Stations Newly Erectedin1952

(1)既納品の運転開始せるもの

所 名 (kW) /ノ::い

.牝海道電
力

関 西 電 力

関 西 電 力

東 北 電 力

二東 北 電 力

北海道電 力

東 京 電 力

ブ ラ ジ ル

(2)新

∴‥ ∴ ｣-:

滝 淵

漁 川

奈 川 渡

マ カ ブ

品の据付中のもの

6,500

16,800

3,700

23,000

2,900

860

11,000

3,300

119.5

306.5

57.4

39.8

5.8

12.18

2.77

3.33

10.6

1.265

167

200

600

500/600

500

600

500

750

546

205

172.5

67.5

67.3

168

17.2

備 考

PMS-V

FSS-V

FSS【V

FDS-H

FSS-V

FDS-H

FSS【Ⅴ

P2N4-H

揚力く式発電所

1台は既納晶改造

ケーシングを除き

水車改造

増設第3号横

(3)エ場にて製作中のもの

所 名 (kW) Jノ ー:! .＼● .＼､Jこ
(r･p･m.):(m-kW)

型 式

昭 和

台 湾

竃 二こ 木

北海

北 陸

関 西

中 国

北海

泉 北

四 国

四 国

九 州

東:京

東 京

日 本

東 北

九 州

電 力

道電 力

電

竃

`霞 力

道電 力

電 力

`蛮 力

電 力

一電 力

電

電

鉱 業

電 力

電 力

天 冷

∴
_

‥

一

神通川第一

丸 山

明 j家

醍 渓

片 門

松亀川第一

松尾川第二

夜 明

白 根

花 園 川

鮫 川

本 名

桑 野 内

5,500

26,500

14,250

48,000

70,000

14,500

10,600

22,500

21,400

22,200

12,700

12,000

2,230

2,800

30,000

6,700

279.5

173

263.3

65.0

80.0

26.14

13.3

20.0

375.

375

17.85

204.15

170

101.32

36.1

55.4

2.065

17.7

6.13

81.3

96.5

64.1

86.7

120

6.45

6.45

80

6.66

1.57

3.22

92.9

15

428

400

375

172

164

150

150

125

450

450

164

300

428

600/720

167

360

18.8

103.8

20.9

207

181.8

305

595.0

462.0

19.85

19.85

503.0

21.4

23.08

118.6

334

214

PIN2-H

FSS-V

2PIN㌻H

FSS--V

FSS【V

FSS一V

PMS,,-･･･V

PMS-V

2PIH2-H

2PIH2-H

PMS-V

PINrV

PINrH

FSS一V

PMS-V

FSS-Ⅴ

第2号桟

本邦最大フランシス

水車

本邦最大ベルトン水
車

本邦最初竪軸ぺ/レト

ン水車

本邦最大最高落差カ
ブラン水車



昭和 27 年慶に於ける 日丑二技術の成果

第8図 北海道々庁鷹泊発電所納 5,200kW

カプラソ水車 工場組立

Fig.8.ShopAssemblyof5,000kWKaplan

Turbine

第9図 日本国有鉄道小千谷発電所納 27,500kW

竪軸フランシス水車ケーシ∵/グ(第三号機)

Fig.9.SpiralCasing of27,500kW Vertical

Francis Turbine

績を示した｡聞7k庄鉄管の上方には､電動操作式2,700

mm¢の鉄管弁が設けられる｡その工場組立を第7図(7

頁参照〕に示す｡

北海道電力巧椚発′右所f-1J6,350kⅥrカプラソ7k車は､

単床式達家構造でスピードリンダ′及びケ∵-シソグ共全熔

援で 作された｡喋形弁は2,800mm¢である.｡本発

しい∠特長ほその落

所

24･5mに対し最高28.5

mより最低14■･5mに大きく変動することで､このため

7Jく位連動装置(特許出願中)により

度を首動的に

いる｡

差に応じて羽根角

聾して効率の上昇を計る方法が採られて

県三両党冠所用16,5001くWフラソシス水専は二

床式で､水軍掘婁着手前にコニ場に放て

により空洞現象試験が実施され､

た｡本発

物と相似の水車

容吸用高が決定され

所は新潟県営､初の発電所であり､その成

ほ大いに期待される所である｡.

国鉄小千谷発電所並びに中部電力久野発電所用の水草

ほ､それぞれ既納品の第三号並びに第二号機で目下据付

9

第10図

Fig.10.

台湾電力公司天冷発電所納水車計器盤

Instrument PanelforTurbine Controlling

中である｡

館､各発電用として水草計器盤が新たに設計製作され

た｡これは従来の所謂電磁弁盤に代り自動運転の中核を

なす電磁弁頬及び各種計器 を一体のキャビネットに納

め､外観､運転保守等に著しい向上を計ったものである｡

(3)設計製作中のもの

(i)フラこ/シス水草

関西 力丸山発 所用70,000kW 竪軸フランシス水

華は､その容量に於て本邦最大の記録品であり､その設

計計画に当ってほ特に内外の最近の実績を深く検討し慣

重に研究を重ねて鋭意 例えば､水草効

については､数次の模型試験を行い､各部改良により優

秀なる結果に到達した｡文案内羽根ほ水圧自し動閉鎖式

で､運転中にぎ 故等により油圧が降下し

た場合にほ､水車ケrシソグ内水圧で自動閉鎖する機構

を有する外､圧油筒地面降下検田装置並びに上記に依り

応動する甘動阻止弁等､完全なる保護装置がつけられる｡

又調速機は斬新な内容を右するキ1･ビネット翠!を採用し

た｡これは､調 機アクチュエータ及び配圧弁む

なキャビネットの中に収納され､内部照明付とし点

検､保守を極めて容易にした｡その外部正1働こは､7k串､

転に必要な 計器を配列したものである｡又

羽根車及び案｢ノ用収は効率の経年低下を極力防止する為

特殊不銃 製とした｡これ等､長期に亘る研究結果を基

として更に斬新な設計を採用の上､大型水軍として構造

上性能上最高の7k準を 現せしめるよう努力している｡

据付方式ほ単床式､運転制御は一人制御方式である｡

北陸電力神通川第一発 所用 48,0001{W水草の据付

方式ほ単床式建家構造を採用され､ケrシソグは鉦板襲
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第11園 関西電力丸山発電所納

70,000kW竪軸フランシス水車模型

Fig.11.Modelof70,000kW Vertical

Francis Turbine

で4,000mm¢の油圧式喋形弁を有している｡丸山発

所用水草と同様､7lく庄自動閉鎖式案内羽根機構､キャピ

ネット型調速機等新機軸ほ す所なく生かされている･｡

中国電力明塚発電所納14,500kWフランシス水

床式達家構造で､水

は単

の点検､補修を便ならしめるため

水草分解搬出装置〔特許出願中)を装備した｡

その他フランシス水車としてほ､日本鉱業鮫川発

用2,8〕OkW水~革､九州

所

力桑野内発電所用6,700kW

水草等をそれぞれ製作中である｡

(ii〕ベルトソ水車

ベルトソフ国王に於ては､その製作台数､容量の点で終

戦後最も目覚しく､性能の点に於ても優秀な成績を示し

ている｡

即ち昭和電工古木発電所5,5001(W水平2台は既に8

月工場組立を完成し､現地据付を待っている｡本寸

長ほ上部のノズルのみを手動にて

転を為しうることである｡

北海道電力

甥管で発

単に灯換え

の特

別第一発電所14,2501iW水軍は二輪四

機の両側に水軍を各1台直結した型式のもの

で既にここ場完成し据付を待つばかりである｡ 致試験の

立会も好成績で終了している｡第13図にそのランナrを

示す｡

北陸電力中宮発電所1,790打Ⅳ7恒奉ランナーは比較回

転度の関係からバケット全部一体の 造としてある｡

四国電力松屋川第一発電所21,400kW水軍1台､同

松尾川第二発電所22,200kW水 1台は本邦最大容量

の/てルトン水車であり､基準落差375mで共通の設計で

第12図

Fig.12.

昭和電工青木発電所納5,500kW

ペルトン水車工場魁立

Shop Assembly of5,500kw Pelton

Wbeel

製作されている｡型式ほ上記然別発電所と同様であり､

バケットほ13クローム不鋳鋼とした｡

又松尾川第一､第二発

親発

所の運転方式ほ第二発電所を

所とし､上流に位置する第一発

をこ圧力鉄管により導水し､第一発

る7jく位調整機により､下流の第二発

所の放水を直ち

所ほ放水位に連動す

所のとる負荷に応

じ､放水位を一足ならしめるよう負荷をとる作動発 所

であり､運転制御は第二発電所より遠方監視制御を行う

ものである｡(第川図参照〕

竪軸ペルトン水草として目下製作巾の東京 力白眼発

電所12,0001;W 7k車1台ほ我国最朝の竪軸として注目

すべきもので､その設計製作に当っては､各種の模型実

験を実施し､あらゆる点にJ 重の検討を加えた｡

この7k草は単輪四堵管であるが､各輿管に別箇にサー

ボモrタを有し､負荷に応じて､任意のニードルを開き

高能 云をすることが出来る｡(第15図参照)

第13園 北海道魔力然別第一発電所納

14,2501(Wぺ/レトン水車ランナー

Fig.13.14,250kW Pelton WheelRunner

一L
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第一党電戸斤

落差伽

速攻

囲

第14図 松尾川第一､第二発電所運転方式

Fig.14.Skeleton Diagram ofChain-Ⅰ一Oad-Control

竪軸/くルトン水草は横臥に比し､ 家面積､柊械重量の

怒滅､主軸を分解せずランナーのみを下方に分解出来る

等幾多の利点を有し､今後大いに発達するものと思われ

東京電力花園川発電所2,230lくW7k帝1台i･ま､車輪二

異管で､ 国最別の試みとして水圧鉄管末端にべソチュ

り←管を設け､水量の比較測定により､ 年使J~′l~ほれた

彼の磨耗による効率の低下を検出するようにした｡

筒､然別第一､松尾川第一､第二､白帆では何れも新

型式の高麓率運転方式が探聞されている｡これは従

機械的方法と異なり､水位調整槻(二枚良川第一､白根)

又ほパワ←レギ∴レー∵ダ(松尾川第二〕を検潮 として

負荷制限電動矧こよF)後続水帝を運転停止せしめるもの

であるっ

β ノ♂ J汐 ■カグ
JJブ 占ガ /ヴ ∂′′ノ〃

負 荷(弱)

第15園 東京電力自フ限発電所舶1.2,OnOl;W

竪軸ベルトン7Jく卓効率敵線

Fig.15.Efncieney Curve of12,000kW

VerticalPeltolュ WIleel

(iii) カブラ∵/水草

北海道電力蘭越発電所の6,5001くW

水車で示された優秀なる運転実施は

よく日立技術の莫価を発捧したもの

というべく､本結果により]ヒ海道電

力班渥発電所柑10,600kW水車を特

命で受注したことは特

ろう｡弓

されるであ

いて東北電力片門発 所

用22,5001くW 7jく華､九州電力夜明

発電所川12,700kW 水草等大容量

7k車の受注があり､更に最近東北電

力より本名発電所の30,0001{W7k革

が受注されたが､その36･1m とい

う落差はカプラン7恒奉にあって太邦

最高のものであり､これら各水茸は

目下鋭意製作中である｡

〔Il〕技術的に向上せるものに就いて

(1)ベルトン水草の効率向上

従来ペルトソ7k草に就いては理論的解析ほ非常に困難

であり､効 の高いバケットの設計及び製作は仲々容易

でなかったが､今回日立工場に於て新たに模型を製作し

種々具体的研究の結果､バケットの形状の改良及び取付

位置の比較検討を行い､従来の形状よりも同一模型試験

装置により約3%の効 上の差を生ずる が明らかとな

った｡これ等の試作研究の結果､日立ペルトソ水草の優

秀性が実証され､前

尾川第一発

別第一発電所14,250kW,橡

所21,4001くW､若しくは松尾川第二発電所

22,200kW等の大容量ベルトソ7相互の受注及び製作に大

いに寄与するところがあった｡

第16図 東北電力片門発電所納22,500kW

ヵプラン水車吸出管ライナ 工場組立

Fig,16.Shop Assembly of Draft TubeLiners

of22,500kW Kaplan Turbine
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第17図 北海道層力然別第一発電所横型水車

稗棄水流状況

Fig.17.DrainingJetofModelPeltonWheel

(2)竪軸ベルトン水葺

竪軸ペルトン水草ほ横軸に比し多くの利点を有してい

ると考えられてほいたが､裏付けとなる実験が伴わず我

国に於てほその実現を見なかったものである｡最近に至

り東京電力白根発電所の建設計画に際し横軸ペルトソ水

革効 向上の讃美験と併行して塁軸ベルトソ水車横型を

製作研究した｡最も問題となる点はバケットより上側に

排粟される水の処理如何ということで､この排粟水がラ

ソナrに悪影響を及ぼすようなことがあってほならな

い｡この点につき種々実験の結果適当な形状を有する上

部カバーを選ぶときは､何等の懸念なく好結果が得られ

ることが確認された｡

(3)カプラン水車の空洞現象試験

空洞現象が水車羽擬革の性能及び腐蝕に及ぼす影響に

ついては古くから問題とされており､特に最近この間題

はカブラソ水車の高落差7k域への進出等により重要視さ

れて来た｡日立研究所水力実験室でも昭和15年以降本

間題をとり上げ基礎的な研究を続けて来､5枚羽板カブ

ラソ水車のキャピテー∵ショソに就いては既にその結果を

発表した｡最近当実験室では強力な瞬間写真殿影並びに

ストロボ観測装置の完成によりカプラソ巽の周りのキャ

ビテrショソの生成状況を明らかにすることが出来､今

後の本間題究明の為一段の進歩を期待しうるようになつ

た｡(この 細は｢日立 論測定特 壬ち旨｣に発表の予定)

(4)Index Test法

最近各所で関心をもたれているIndexTest法の中で､

Peck 法による測庄孔の位置に就いて､模型7k革ケー∵シ

ソグを使用して研究し､一応の成功を見た｡この方法は

いわゆる相対的効率測定法で(日立評論Vol.34No.10

参照)流水面の適当部位に設けられた所要数の測定孔の

うち､2箇をマノメータに通じ7k流に応ずるマノメ←タ

の読みを両対数方眼紙にとるとき流量と水頭差との関係

第35巻 第1号

第18図

Fig.18.

カプラン水車ランナー模型空洞 験

Cabitation Test of Kaplan Runner

Model

がほゞ直線的であり､且つ7lく頭差が大きく現われ而も振

動を生じることなく測定容易なることが最も肝要な点で

ある｡このような条件を満足させる測定孔の位置につい

ては未だ明らかにされていなかったものであるが､種々

実験研究しほゞ満足すべき結果が得られたので実物水草

に適用して実際白勺な試みを開始した｡

(5)喋形弁漏水臨止装置

従来喋形弁の温水防止装置として弁外周にゴムリング

を取付け､弁全閉時に於て該ゴムリングを弁に密着せし

め水密を保たしめていたが､高落差大口径のものに対し

ては第19図の如く弁周に中空ゴムホースを取付け､弁の

全閉時に圧力水を通じてゴムの突 部を膨脹させて弁座

に密着させ､完全に漏水を防止する｡この方法を台湾電

力公司天冷発電所用1,8qO¢油圧式喋形弁に実施したが､

工場に於ける水圧試 果良好な成績を収めた｡これを

仕切弁を使用した場合と比較すると資材を約45%,操作

庄油を約25%節約出

与こさ坐

王弁

コムホ ス取付言草組図

第19図 蝶形弁漏水防止装置

Fig.19.Leakage Prevention Device of

Butter貝y Valve

ヽ′
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木方法ほ200～300mに及ぷ高落差の場合にも使用出

二束､弁座と弁の摺り合せを必 とせず工作が簡単で､又

ゴムホrスは予備品と容易に交換する事が｢11来る｡

操作方式ほ水草停止､

力水(特殊自動式

転iこ応動してゴムホrス内圧

7kポンプにより鉄管内水圧より絹々

高い圧力を与えてある〕が給排水される機構を有してい

る｡

ボ イ

80ilers

発 電 機 用 ポ イ

Boilers fol･GeneratoT

四国電力西条発電所納60t/br汽種

本汽値ほ昭和16年に納入した60りhr日立水管汽植

4値の増設として計画されたもので仕様は7■記の通りで

ある｡第2咽は本汽植の組立図､第2咽ほ組立中の写真

を示す｡

汽堆の仕様

台 数…………………………1胎

蒸 発 量(最大速度)……………･6けt/hr

蒸気圧力(於過熱管出口)……‥331唱//cm2g

蒸気温度(於過熱符出口) 425〇C

第21図 四国電力西条発電所納60t/hr汽確

Fig.21.Viewof60t/hrStokerFired Boiler
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第20図 四国電力西条発電所納60t/br汽確約立国

Fig.20.60t/hr Stoker Fired Boiler
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鼠温水給
‥120〇C

効率(最大連続時)…………‥84.3%

通風方式.

燃焼方式‥‥‥.

本汽確ほ長時間の連続

‥‥平衡通風

‥..首動
炭機焚

転と､高能率を保持せしむる

よう､従来のヤロ←型日立7k管汽曜の型式に新しい構想

のもとに､数多の改良を加え､その構造を一新したもの

で､その主要なる点を次に記す｡

1･燃焼室ほ汽碓達家の 設計上十分

なる高さをを有し､その四周に水壁を設け､冷却

きくとり､

を大

煉室に於ける熱吸収量を大にした｡従って

後記の高圧二次空気吸込による急

相侠って､蒸発7k管に入る
､完全燃焼の効見と

ガスは､十分に冷却され､

灰の溶融温度との差を大きくとった∴従って､溶灰によ

る伝熱面の汚損を減少し､長時間の連続

分なる余裕を有する｡

転に対して十

2･前部燃焼アーチ及び後部燃焼アーチ共に水壁にて

覆われているので､アーチ煉瓦に過酷な使用状態を強い

ない｡従って運転中に於けるアーチ煉瓦破損等の

防止し､汽嗜の信頼性を増大した｡

故を

3･二次空気は空気予熱器を経て巨潮路炭機に供給さ

れる一次空気を日動籠炭磯下部ホッパ←より探り､70ス

ターフアンにて昇圧して､前 了珊

度にて吹込み､短時間に完全

画した｡

4.煤吹装置

長時間のJ垂統

煉アーチの前上部より

を行い得るよう計

転及び高能率を保持せしむるよう､伝

熱面の煤吹装置ほ､その数と共に､性能にほ特別に注意

を払い､その使用材料の選定及び構造忙ついては､特に

意を用いた｡街伝熱両部分の側壁にほ､ランシソグホー

ルを数多く設けて､~万全を期している｡

5･その他自動給炭機は､ル←バ←ストrカを採戸冒し

た｡自動給水加減器ほ､コープスの2エレメント式を用

い､一層の 契化を計り､押込通風機及び誘引通風機に

は､シ∵/クレーア流体技手を備え､

性能に注意が払われている.二

転の確実

舶 用 ボ イ ラ

Boilers for朋arine Servヱce

生と共iこ

10,000壬IPタービン用船用二段型水管汽確

外航船として最近船舶の速度が高められ､従って拷載

する汽抵､機器も大容量のものとなって た｡今般日立

造船株式会社(船主日産汽船〕納めの日光九へ装備する

10,000HP梢汽埴を納入したが､その仕

ある｡

は次の通りで

評 論

蒸 発 量.‥

汽確圧力‥‥

蒸気温度‥.‥.

給7k温度..‥‥

汽括効

燃焼方式‥‥‥

第35巻 第1号

経二 済

18,180kg/b

301唱/cm2

4000C

1600C

88%

定 格

22,910kg/b

30kg/cm2

4100C

1600C

87%

油燃煩三強圧通風式

第22図は10,000HP二胴型汽植の断面図､第23図ほ同

外観図を示す｡

木汽麓は大容量汽碓として設計に深甚なる注意が払わ

れ､又斬新な計画が取り入れられている｡本汽徒ほ重油

専煩として､小型にて高能率を要求されているので

ガス通路にパップルを入れ､蒸発水管

iこ有効に利問するような 造とし､触

焼

の伝熱面を完全

には大 の空

気予熱器を配置し､熱回収を大ならしめた為､通風抵抗

は自然通風の限度を超しているが､ 装を簡単にする為

引通風機を廃したので押込風圧を大にし､即ち火炉に

数十耗の風圧を保たせるプレッシャーファイアリソグを

行うようになったので､熱気

慮を払っている｡

本汽権の特長及び考

洩防止について特別な考

を払った点は次の通りである｡

1･蒸気ドラム及び7kドラムほ全熔接にて作られ､丁

寧なる熔接作 の十分な 鈍及びⅩ線検査を経て信

横性大なる工作を施している｡

2･燃焼室ほ直立方体をなし､炉底を除く外すべて水

冷管を以て炉壁を覆い､火炉にて発生した熱量をこ

ゝにて多量に吸収せしめて､水管群受

と炉壁の耐久力の向上を計っている｡

の餐娩

3･蒸発水管群ほ垂直となっているので､スケールの

附着を排除し､擢7kの循環も整然と行われる｡従つ

て水管の 命も長い｡

4･水冷壁管ほ炉底に放て水ドラムと連絡し､上部は

ヘッダr及び上昇管を以て蒸気ドラムに連絡してい

るので､穫水の循環i･ま極めて明瞭､且つ強力である｡.

領水冷管は炉壁煉瓦を保護すると共に､火炉負荷を

大きく採り得るので､植全体の構造は小型に出来船

内配置も容易となり､重量を多量に軽減し得る｡

5･犠装を簡単にする為､誘弓 備せず､押

込通風のみにて運転する方式を採用しているので､

焼ガス通路の各部通風抵抗に打勝つだけの風圧を

炉内に保たせる為､炉材にはプリブリコスーパ､ブ

リキャスト等を剛､､ケーシソグⅥ外部を強圧空気

囲を以て二重とLた構造となっている｡

6･蒸気ドラム内の蒸気分離装掛･ま､不銃鋼板を波型

に型成したものを幾枚も組合せ､これを函の中へ幾

組も入れた贋造である｡分離器の函の中に入った蒸

⊥



昭和 27 年慶に於ける 日立技術の成果

気ほ波型板の間を通過する際､湿気はこの波型板に

附着し排除されるので､乾度の高い蒸気のみ過熱器

へ送られるのである｡

7.水面計はクリソガト型の外に二色水面計を装備し

水面の監視を容易にしている｡

8.補助機械 広用の飽和蒸気製造用として､71くドラ

ム内に 熱器を装備している｡

15

9.本汽括には日動給水調整装置を備え運転を容易な

らしめている｡これほ汽値部品製造株式会社製のも

のを採用している｡

10.空気予熱器はガス流れに対する抵抗が少く､掃除

の容易である銅管型を採用している｡

第22図

Fig.22.

10,000HP タ ー ビ ン 用船用二胴型水管汽條断面 図

Two-Drum Type Water Tube Boiler forlO,000HP Marine Turbine
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第23図

Fig.23.

10,000HP タ･･- ビ ン 用船用二胴型水管汽堆外観図

Two-Drurn Type Water Tube Boiler forlO,000HP MarineTurbine
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試 験 用 ボ イ ラ

Boilers foy Testimg

評 論 第1号

高 庄高温試験汽権

発電用汽縫の高圧高温化は､我国に於ても既に45気

圧､4500Cほ一般化し､昨年27度には九州電力築上発

所に65気圧､4貯C,14りt汽推の設置を見､引続き

高庄高温汽盲 設が計画されている状勢である｡日立

製作所に於ても､八幡製鉄技光発電所へ昭和13年度に

53気圧､4350C,100t汽確を納入の経験を有するが､今

回更に､本邦工業界の現状に基ずいた高圧高温汽権の設

計装作に対する基礎的農料を得るため､日立工場に斬

な設計の試験汽縫を設置した｡

本汽催の計画仕様は次の如くであり､許2咽にその断

面を元す｡

最 高 使用圧力…………….105.5kg/cm2g

基 礎 温 度･･…‥･飽和温度～5100C(可変)

蒸 発 量=…………….2,000Ⅰ唱/br

給 水 温 度…………200C(節炭器入口)

焼 方 式…………半油圧式重油バーナ

通 風 方 式………‥.‥….‥平行通風式

第25囲ほ本汽抵の構造説明図であり､同図中に試験研

究事項も云している｡本汽権の 造は第24図､第25図に

よって明かであるが､

(1)飽和蒸気発生炉と､過熱炉の双炉方式とし､飽

和温度から51･00C迄の任意の過熱蒸気を得るこ

とが出来る｡

(2〕飽和蒸気発生炉に二重循環方式を

(3)全熔接腰板ケーシングとした｡

用した｡

(4)炉壁材には､プラスチック及びキャスタブル耐

火材とキャスタ7¢ル断熱材を使用し､炉壁構造及

び煙道 熱構造に新方式を採用した｡

等の諸点ほ特長あるものと考える｡

第2咽に本汽権の性能中､飽和蒸気発生炉と過熱炉で

の重油焚焼量を基とし､蒸気発生量と 熱蒸気温度との

関係を元す｡同園より両バーナの操作によって､広範囲

に過熱蒸気温度を変化せしめうることが判る｡

本汽確は､第2咽中に示した事項を調査研究出来る如

く製作されているが､更に

高圧汽確に対する各 給水処理方法の検討

高圧蒸気の純度に及ぼす給水成分の研究

各種括用材の実用 験

耐熱材の実用試験

汽権酸洗いの実施

等も､引続き計画されており､今後の高圧高温汽擢の設

計製作に寄与する所大なるものがあると考えられる｡
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昭和 27 年度 に於け る 日

跡ノ乾長計 空気抜さ弁気胴育全弁

｣∴ 技術の成果
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第25図 高 圧 高 温 験 汽 堆 構 造 説 明 図

Fig.25. Sehematic Drawing of Test Boiler

105.atg

過熱蒸気最高温度 5100C

重油焚二塞火炉汽曜

(二重循遠方式採用)

使用例(1)蒸発量1,0001;g/br(過熱蒸気用〕
過熱器出口圧力100atg

過熱霹出口温度5100C

随用例(2)蒸発量2,0001{g/br(過熱蒸気用)
過熱着差出口圧力84.5atg

過熱器出口温度5100C

使用例(3)蒸発量2,000kg/br(飽和蒸気用)
汽碓出口圧力90atg

調査研究事項

(1)構造関係

＼-ノ､lノ)i
‥
1
1
…
山

′′l＼((

ヽ
-
ノ
ヽ
-
ノ
ヽ
ノ

.Ⅳ

Ⅴ
.
Ⅵ

(
(
(

平形鏡板に対する日立計算式の検討

過熱器ベント熔接部(住友製及び日立黎両用)
拡管構造の検討(水壁管と管寄は熔接構造とし

た)
仝熔∃妾ケーシング構造

高揚程安全弁の性能(日立設計製作)
高圧用水面計の試作(特に岩城硬質ガラスの調
査〕

(vij)各種弁類の性能(日立設計小松製)

(viii)中圧気流噴霧式重油バーナ(中外火炉)

(ix)キャスタブル炉壁材による炉壁の梓築

(2)汽曜性能
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二重炉による過熱蒸気温度の調整

飽和蒸気発塵炉に二重循環方式を採用

日立式気水分離装置

重油焚火炉の特性

水壁管､蒸発管､過熱器管管壁温度の測定

雨1メフ

(vi)炉壁温度の測定

(vii)蒸気涜の圧力損失と温度変化

(viii)燃焼ガス流の圧力損英

(ix)未燃損失､柘射損失の測定

(3〕使用材料

(i〕過熱器管HCM,MCM2,HCMV材並列使用

(ii)過熱器寄MCM180丸コウ加工

(iii)過熱器バツフル18-tV8不鋳鋼

(iv)安全弁ボデr SNC-1弁及び弁座SEC-3

(Ⅴ)一般ポデ←SCMo弁及び弁座SEC-5,SECpl

(Vi)パッキング

トンボ♯126--G

トンボ#126-G

トンボ♯126-G

トンボ♯126-G

フランヂ(100atg5000C不鋳鋼)

ノ＼ンドホrル(110乙Itg3200C)

マンホrル(110atg3200C)
水管(135atg200C亘巨鉛鍍)

トンボ♯126-G給水管〔135atg200C不鋳鋼)

トンボ♯1421汽胴安全弁(110a†g3200C)
(vii)炉壁材
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4( 属品

(i)高圧/卜容量汽條用自動給水調整装置

(ii)モノべツド式給水処理設備

(iii)汽曜酸洗い装置
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第26図

Fig.26.

高圧高温試験汽碓設計特性

Character三stics of Test Boiler

暖 房 用 ボ イ ラ

弔0呈Ier for RoomI‡eating

OFE塑ボイ ラ

本誌Vol･34No･1に一部紹介したJ.L.C.(在日兵

祐司合邦)納の暖房用 OFK塾ボイラは厳貢な検査の

上45 植

の高熱効

納入されたが､性能試験の結果は予期以上

が得られ､過負荷能力の大きい事と共に既に

使用中の各キャこ/プに於て好評を博しておる｡

第2表はその仕様を示し､第27図～第29図ほこれらの

完成写真を示す｡

OFK型ボイラの特長

1.設計仕様上の特長

(i)A･S･M･E･汽植構造規格により設計し工作もこ

第35巻 第1号

第27図

Fig.27.

OFK 型143HP ボイ ラ

Type OFK143HP Boiler

第28図

Fig.28.

OFK 型107HP ボイ ラ

Type OFKlO7HP Boiler

第29図 OFK 型72HP ボイ ラ

Fig.29.Type OFK72HP Boiler

第 2 表 OFK 72HP,107HP,143HP ボ イ ラ 仕 様

Table2･ SpecificationsofTypeOFK72HP,107HP,143HPBoilers

3,36r)

､一L



昭和 27 年虔に於け る

れに適合して行われている｡

定格負荷の2倍の連続過負荷に耐え得る｡

この種の確として未だ類のない13.2kg/′cm2を

最高許容圧力として設計Lてある｡

(iv)主要材料ほA.S.T.M.によった｢

2.工作上の特長

(i)鋲を団 る限り使用せず､擢胴の縦横抜手､内

外火室の構成等すべて熔接とした｡

(ii)熔接完了後､全線Ⅹ線換杏を実施し且檻気焼鈍

炉にて全催一体焼 を行った｡

(iii)ステーのねぢ一別りにねぢ転造機の利用､熔接鼎

の各種治共の設備の他外観見栄えの向上を図るた

め工作技術上幾多の新工夫がなされた｡

3･検査上の特長

(i)J.L.C.派

めた放

った｡

(ii)〉

の店主在検査員の未曾有の

を受け製

､
ヽ

の品

櫨を格厳

来楽は画期的なものとな

験ほA.S.M.E.Power Test Codeによ

り定格の100%､150%､200%の各員荘毎に10時

間宛各2回､計1絶60時間苑21植iこ亘って実施

したが､その成熟ま第30図に示す｡

(iii)第30図に見るように熱効率は規定負備にて75～

79%に上り､2倍

極めて小である

物語っている｡,

に対してもその低下が

ほ特筆に偵し､性能の優秀さを

小型暖房用ⅡⅨS塑ボイラ

従来ビルデイソグその他の暖房≠としての､機関中値

烈又は鋳鉄組合せ膳が多く和いられているが､それぞれ

一長一短があり､例えば前者ほ洗練が難しく後者は熱効

率が悪く且圧力が極めて低い｡これらの短を補い

って新しくHKS型ボイラを製作した｡

を取

術技｣ぷ日 の 成果

丸

3｢

､

りJ

りJ

餌
∵
率

け

相コ蒸発量(∴′

椅∃竿先量(f∴い

相当慕潅呈(り/

節3〔)図

Fig.30.

OFK型ボイ ラの熱効率萬繰

ThermalEfficieney Curve of Type

OFK Bo亘1er

HKS55聖!ボイラ仕様

相当蒸発量…..…‥..850kg/′hr(55HP)

催使用圧力‥.

火格子面積.....

焚 火 方 式.

‥ 31唱/cm2

….1.82m2

‥‥石灰手焚
最大｢十法(長×巾×高)……3,650×1,600×3,000
三 ､,亡l二

概略を第31図に示し､第32囲に完成写真を示す｡

特 長

(1〕:全熔接構造であるから水洩れが絶無である｡

第31図

Fig.31.

H K S 型 ボ イ ラ 僻 造 園

Construction of Type HKS Boiler
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第32図 HKS55型 ボイ ラ

Fig.32.Type HKS No.55署oiler

日 立

(2)火篭を大にしで燃燥効率及び伝管効率の改華と

過負荷籠力の向上を計った｡

(3)火華の形状､煙管配置の合理化､掃除孔の増設

の国難が消滅Lた｡

(4)水脚に淫渾部(Mud Box)を作り且火格子面

を上げる により水脚部の過熱を防止した｡

(5)構造極めて簡単で､据付に殆ど費用を要しな

い｡

試 験

(1)水圧試験時､腔仮に生ずる応力を抵抗線歪計に

より実測L十分安全である事を した｡測定ほ

内外火室板､前後鏡板竿26箇所に及び画期的な

測定であった｡

(2)蒸発性能試験を実施したが定格の135%負荷に

て72%,170%負荷にても聞70%の高熱効率を

示した｡

借HKS55型ボイラは北海道士別町立碍院に納入し

たものである｡

蒸 気 ク ー ビ

Steam Turbines

一′

陸 月 タ ー ビ ン

Steam Turbines forl.and Service

常陸セメント納5,000kW復水タービン

本タービンの特色は下記の三つである｡

(1)全油圧作動方式調速装置を採用したこと｡

(2)復水器冷却水管両端拡管し､その配列ほ上部を放

射状とし､下部は千鳥型としたこと｡

(3)スプレーポソドを設けたこと｡

このタービンの仕様は次ぎの如くであるよ

型 式･‥･‥単尊重横軸衝動式復水ダービソ

三可て 三△ヽ

訂l~ 引田

･｣トノ

｣≠÷ラ/ノ
)ト王

第33図

Fig.33.

｢㌧二

▲｣

第35巻 第1号

召

5,0()nl(W タ ー ビ ン 断面 図

Cross SecLHon of5,000kW Turbine

力……定格5,nnqlくW､経済4,000kW

回 転 数.‥‥.‥
‥.3,000r.p.m.

タ←ピソ入口蒸気状態

圧 力‥‥
.26kg/cm2g

温 度...
.‥‥.4100C

復水器真空…………705nⅡ1Hg(経屑出力時)

翼車は1,2りOmm¢のカーチス1段の後に1,nlOm皿¢

のラトー7段､計8長宣あり､コニカルブッシュに依る焼

巌式を探聞L熱J志力に対して十分安全な構造とした｡

タービンと発電機の問は､リジッドカップリングで連

結し3軸受支持とした｡ケーシングほ高圧部ほ鋳銀､低

圧 ほ鋳鉄を使用し､軸受ペデスタルとは3箇のキイー

を取付けたフランヂ技手に依り支持され､熱膨脹に対し

ワ･-タの軸と常に同心を保つ如く考

調達装置としては､油圧式にして調

されている｡

機ほ従来に比し

形が小さく且つ尊重錘(ポールベアリング付)なるため

極めて鋭敏にして安定度大である｡

今回工場試験の際､種々のガバナ性能試験を行い､そ

の即応性､安定性に関する組緻的の実験を完了し良好な

結果を得た｡

第35図は突発的に負荷を遮断した時の各制御要素の応

動を示したものである｡

復水器冷却水管の配列は上部を放射状とし下部は千鳥･

型配列として､ターピソ排気の流入損失を減少せしめる

よう考廣し､管取付方法は両端拡管として冷却7kの復水

器内部への‡二洩を完全に防いでいる｡

冷却管の熱膨脹に対してほ､種々の実験結果より管板

並びに胴体に及ぼす勲応力の僅少なることを確

体に伸縮横手を設けていない｡

し､胴

■■
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Fig.34, Governlng Mechanism

第35図

Fig.35.

オツシログラムに依る調速裳毘特性

Characteristics by Oscillogram of

Govemor,Relay
and ServomotoT

タービン排気熱量の大きな損失を出来る丈回収するた

め復水将に放て復水と一部排気とを直接接触させる再熱

式とし､ 7kの過冷却を防止し又復水常に放てフラヅシ

ユさせ脱気を行う構造とLた｡

冷却71くとしてほ､地形上大量の河水を得ることが困難

な為めスプレーポンドを使補し､その面積は32mx52m

×1･5mで処理水量 2,400m3ノ′hr に於て､ 標準状 態に

て 6GCの温度降下を得る如くスプレー効果を計ってい

る｢)ス70レーノズルから

給水加減弁はフー,･一卜

る頗ま机■状 0るあで好

密閉型で､作動円滑にして即

応性高く安達である｡袷7Jく加熱並びに蒸化装置ほ下記の

通りである,=.

蒸 化 一帯…………多段コイル加熱型

砥圧 7k加熱器‥フT,･-ティソグヘッド塑

蒸化蒸溜器..‥,フt,･-ティソグへ･､′ド型

高圧加熱･岩室.…..フローティソゲヘッド塾

安保

1箇

1箇

1箇

2箇

としてほ掛こ種々の改良を加え､確実に全機

従を発揮し得るよう入念な設計と工作を施してある｡

その内袴は非常調速機､油圧低下

軸受

警報並びに遮断

断装置､スラスト

ぴに遮断装置､電磁切換弁及び真空低下

置より構成されている｡

第3占図に保安装置の配管並びにその作動説明図を示

す-)

(i)非常調速機

④に示すものにして､定掩回転数の(110±1%)にて

作動する｡帆L輪が飛ぶと㊥なる油路が切り換えられて

主塞止弁への庄油は 断され､逆正排油側に連結L主塞

止弁ほ閉鎖する｡動作回転数はナットの締め加減に依り

調節する｡
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(ii)油圧低下

第35巻 第1号

第36図

Fig.36.

断装置

調 速 並 び に

Illustrating Diagram of

㊥に示す｡主油ポノブ吐出油圧が2kg/cm2gに低下

した場合ピストンが左に動き掛金をはずして主塞止弁を

断する｡

(iii)スラスト軸受磨耗警報並びに 断装置

クー∴ビン前部に装置し､接触円板ほタービン軸と共に

回転する｡最初スラストメタル磨耗量が0.5mnになつ

たとき警報し､更に1.Ommのとき主塞止弁を

(iv)復水器真空低下警報並びに 断装置

断する｡

(うに示す構造にして､復水器真空が低下した場合､タ

ービン熱効率の悪化を考 し､ダービソを停止する装置

である｡先ず真空が600mInHgの時警報し､500mmHg

になると左の水銀接触が幼いて主塞止弁を遮断する｡

(∇) 磁切換弁

(夢に示す｡これは上記(iii),(iv)の配線が(めのマグネ

ットコイルに接続され､電気回路の開閉に依って､中の

ブラソジャを上下し庄油を遮断して排油側に切換えるも

のである｡

(vi)危急回路 断器

(軌に示す｡タービン及び発

保 安 装 置 説 明 図

Speed Govern1ng and Protecting Devices

機敏障の際､(重なる電磁

切換弁を動作せしめタrピソ主塞止弁を閉鎖し､同時に

0.C.B.を飛ばして発 機負荷を切る｡即ち常時 気路が閉じているものと開いているものの2段になってお

り動作後は上記開閉が入換わるものである｡

本タ←ビンは以上の如き部分より構成され､各部の作

動はすべて十分満足すべき結果を以て工場試験を完了し

た｡

宇部嘗遠工業納1,500kWタービン

本タービンの計画に際しては蒸気消費の節減と 転操

作が確実にして然も容易なることが要望され､この点に

沿った設計が行われた｡

タービンの仕様は次の如くであり､1,500kW級のタ

ービンとしては高温高圧の計画である｡

型 式……..‥単専室蘭動式復7kタービン

出 力 最大….‥
.･…‥1,500kW

経済……………‥.1,200kW

回 転 数‥‥.. .‥‥ 3,600r･p･In･

ク･-ヒ㌧/ロ㌧-タ入口状態

圧 力………………….27kg/cm2g

温 度:‖‥‥3750C(最高許容温度4100C)

復水器真空……‥710mmHg(1,2001【W時､

冷却水温海7k280C)

本タービンは第37図に示す如く直径1,000mmのカー

チス1段の後に直径760Inm乃至970mmのラトー9

段計10段を有する斬新の設計とした｡葉草はカーチス､

ラトー共にコニカルブヅシュに依る焼巌式を採用し､熱

応力に対して十分安全な構造とした｡タrビン車重は圧

力温度に対して十分なる安全度を有するものとし､特に
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第37図1,5001;W タ ー ビ ン 組 立 図

Fig･37.CrossSection ofl,500kW Steam Turt)ine

第38図1,500kW タ ー ビ ン

Fig.38.1,500kW Steam Turbine

華室の熱膨脹を自由にするため後部軸受を固定点として

軸方向並びに直角方向に摺動出来る特殊な構造とした｡

倍無負荷にで遠路

速度

度±5%の範酉で調整出来るための

整装置､定格回転数の110土1% で確実に作動

する応急 新装置及び油圧低下 置等を有してい

る｡■叉木タ←ピソの製作に当っては厳重なる材料 鹸と

精密なる検査の下に行われ､本年3月その完成を見るに

至った｡工場試験に於ては､経べてのノ 係者の賞讃

を博し刺瑚の目的を十分に果すことが出来た｡

川崎製鉄千葉工場納12,500liWタービン及び

附属機器

川崎製鉄千葉工場納12,500kWタービン及び附属補

機が完成した｡これら発電機器せ儲聞する川崎製鉄千某

工場は製鉄より製板までの一貫作業を行い､その日家発

電能力の秀れている事と 置の完備している点では国内

ける 日立技術の成果 23

に於て代表的な工場である｡この自家発

kW ターピソ発

設備は12,500

機2台､5,640HP ターボ送風機2台

よりなり､何れか1台の発電機と1台又は2台の送風機

の併用運転が可能となるよう配置並びに配管を計画され

たもので12,500kWタ←ピソ発電機2台並びにこれに

附属する禰磯一式を受注､製作したものである｡第3,図

ほクーピソ発 1台とターボ送風機2台を併用運転し

た場合の系統図を京す｡

脱気器に於て発

風磯田ターピソよりの復水は

←tごンよりの復水と混合加熱さ

れ､給7kポンプによりボイラに送られる｡

この12,500kWタrビン及び附属装置ほ日立製作所

永年の経験に最も近代的な技術を

たもので､受注後約一年で2台の

込んで設計製作され

置の完成を見た｡

12,500kW発電絹タービン及び蒸化加熱装置の仕様を

次に示す｡

仕 様

蒸気タービン

型 式…
‥‥日立衝動式単車室単流排気型

経済出力･･･=10,000kW(発電機端子に放て〕

最大出力……12,500kW(力率鋸%の時)

回 転 数‥.
‥.3,000r.p.m.

整弁前蒸気圧力………..…‥ 40kg/cm2g

調整弁前蒸気温度……………………4300C

真 空 度…‥.722mTnHg〔出力10,000kW/br)

ボイラ給7k温度‥

復 水

………..1400C

型 式………………..触面複式二折流型

冷却面積……………………….1,050m2

冷却7k温………………………… 200C

復水器真空.

薫化加熱装置

薫 化 器

.j生水予熱器
薫化蒸溜器

脱 気 器

高圧加熱器

‥.722mmHg

(冷却71く温200C,出力10,000kW/hr)

型式……表面接触多段コイル型2台

型式‥フローテンダヘッド触面式1台

型式‥ブローチyグヘッド触面式1台

型式…………‥直触型散7k式1台

型式..フローテンゲヘッド触面式2台

このタ←ビンは単車室単流型の衝動タービンで､カー

チス1段及びプトー15段合計16段の標準型復水タービ

ンである｡発電機端一一千出力10,000ⅠくW負荷時に於て各

段の熱段落差と 比及びノブル翼配分を最高効

を以て発揮せしむるように計画して尚発

12,500lくW 負荷時に於ても安全に連続

磯端子出力

転が可能であ

る｡タrピソローターと発電機ローターとは国是接手で

連結され､その様手の中間に発 転する際
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第39図

Fig.39.

給･ 水 加 熱 系 統 図

Flow Sheet of Feed Water Heating

ダーピ㌧/ロ‥一夕ーを切り離す為のデスタソトプレートが

帝人されている｡

軸受メタルは球面座につくられ強庄注油式高

ある｡

度型で

噴口ほ調整,設及び第2段より第5段のものは13Cr銅

より割り出した組立式であり､第6段以下は隔板q-1に低

炭 鋼板の境目を

負荷調整には5

込んだものを使用した｡

よりなるノズルガバーニノダを探吊

している為各部分負荷に於ても絞り損失を極度に減少せ

しめて運転することが出来る｡

調速機ほ油圧レバー式調 磯を甘いその性能ほ発電機

が全負荷になった場合タービン回転数の増加率は瞬時7

%､■整這後4%である｡

タービン回転数が規定回転数より(10土1%〕増加し

た時には非常

高圧及び低圧

櫻が放きタービンを急停止する｡

室のパッキンには7k封パッキンを採鞘

し､蒸気及び空気の音 洩の完全なる遮断を期Lた｡

又自動排気弁装置ほ従来の復水器に取付けた童顔式排

気弁を止めて低圧隼室上部に日立製作所独特の鎗′阪式排

気弁を用いた｡

タービン保安装置として次のものを装備した｡

1･危急回路遮断装置

2,電位式 断装置

3･負荷制限器

4.油圧降▼■F速断装置

第40囲12,500kW タ ー ビ ン

Fig.40.12,500kW Turbine

5.

6.

7.

8.

復71く

油圧低下補助油ポンプ自動起勘弁

真空破壊装置

推力軸受磨耗警報並びに遮断装置

真空低下遮断装置

置に於てほ復水器の冷却管取付方法を両端ユキ

スパンドとし､冷却管と胴体の温度差に依る熱膨脹の差

を胴体に設けた伸縮管に依り吸取する方法を取った｡

又タービン低圧ケーシング下部と復水器との接手は封

7k接手胴を用いて､熱膨脹による変形を防いだ｡空気ポ

ンプほ2段圧縮エゼクターを使用した｡

本タービン装置ほ3点払気密閉式サイクルで､高圧加
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第41図 バランス中のタ∴-ビンロrダー

Fig･41･Turbine Rotorin Balanclng

熱器2台､脱気器1台､蒸化蒸溜器1台を設けて出気数

及び各瀾気頁の庄九温度は本サイクルプラント効率を

最も良くするように考慮決定された(〕

は多段散水型直触式とし上部iこベントコソデソ

サーを設け加熱用蒸気の逸出を防ぐように計画し､下部

には一定7k量を貯7lくするタンクを設こ′す､上部より滴下散

7kされ 中蒸気と直蝕し脱気加熱した給水を熱量を放散

せぎる如く貯7kする｡

脱気器に於てブロワよりの給水と混合し脱気された給

水ほブスダーー謹言ノブ及び汽碓給水ポソプに依り圧力を高

め､高圧第一

に送入される｡

水加熱器高圧第二給水加熱器を通り汽

最終給水温度は1400C(12,500Ⅰ(Wに於

て)である｡

蒸化装置は生水予熱器及び蒸化器を最高効率を以て動

作する如く効果的に配置した｡プラントの肺 K量をタ

ーピソ出力12,500kWに放て3,000Ⅰ【g川rとした0

これはポイラ k量の3%である｡蒸化器ほ二段効

果式とし常別に於てほ2台の茶化器を直列に使用する0

この機器はコイル式の引抜銅管を加熱管として使川す

る｡

生水ほ生水予熱器中で第二段蒸化群発生蒸気により予

熱された後蒸化器へ自動 k弁を経て供 される｡

蒸化器及び生水予熱器の加熱蒸気疏水ほ総て茶化蒸

器の加熱用として利用され給7k中に混入する｡

タービン室及び
.▲.hLム日ま 作操的

置､加熱装置の各機器の配置に

とスペースの節約に意を注ぎ配管に関して

ほ復雑なタービン発電機とタrポ送別 の組合せに依る

配管にも拘らず保守並びに監守を便利に設計した｡

塗装はタ←ビン室内機器と禰機と色分けを別にし室内

の美観を増す如き塗色とした｡

製品完成後工場立会試験に於て各機器共優秀なる

を収めた｡

舶 用 夕 ビ ン

Marine Steam Turbines

北海丸5,000ⅡPタービン

北海丸(船主日太海汽船〕に搭威された5,000HPタ

←ビン主櫻は燃料消費節減のため27厘ノ′cm2,3850Cの

高圧高温の蒸気状態を以て計画され､各部の構造､材料

の選定及び工作にほ細心の注意を払った｡幸にして本船

と同一蒸気状態を以て計画され昨年3

を以って

績成な秀優

航を継続している｢あらびあ丸｣8β00HP タ

rビンの経験を高度に活用することが出来たので､本タ

ーピソほ最も合理化され､又信
性の高いものとなった｡

本タービンは蒸気状態271唱/′cm2g,3850C(催に於て

30kg/cm2g,4000C),復7k器真空720mm/Hg(経済

軸. 力時､冷却水24ロC〕,軸罵力は 済4,200HP,定格

5,000HP,最大5,500HPで定格軸馬力時に於ける主軸

回転数は119r.p.m.蒸気消費量は経済馬力時に於て

3.31くg/HPllrで計画された｡第42図は主機械配置を表

す｡クーピソの型式は復気筒クロス塑横軸衝動式で減速

装置はダブルヘリカル2段減速の方式を採用した｡保安

装置は油圧を利用した非常

壁弁を

速機､応急 断装置及び隔

僻し､前後進共同の操縦弁を持っている｡

本タービンの設計上並びに工作上の特筆すべき点を挙

げれば大要次ぎの如くになる｡

(1)高圧タービンは回転数を高め撃車の直径を小さ

くして段数を増し､前進カ←チス1段､ラトー6段､後

進カrチス1段の削り出し翼軍とし､低圧タrビンは前

進ラトー6段､ カrチス1段の大直径の巽軍を煉敵

めした組立式ロー一夕ーで､最も良好なる効 を発揮し得

るよう計画した｡

〔2〕高圧タービンの前後進′ズル筐は差込塑とし､

高圧車重とは別箇に製作しているため､高圧尊重が直接

高圧高温の蒸気に局部的に曝されることがないから不均

一熱膨脹がなく､負荷の急激な変化に対しても軍室の不

同膨脹ほ起らない｡従って暖機時間ほ短縮出来る｡

(3)高圧軍室の前部は圧力温度が高いため､軸受台

との接合には特に留意し､ 室の熱膨脹を自由をこして局

部的な無理を与えないよう事室前側より支持脚を出して

前部軸受台上の軸心両に砺付け､高圧軍室が自由に同台

上を摺動し辛軸の中心とラビリンスの中心が絶対に狂わ

ない構造にした｡

(4)高圧力ーピソロータrほ削り出し一体鍛造の大

物のため不均一鍛造及び不均一熱処理等によって運転中

振動を生じ大なる事故を起す場合が考

∴ -二.∴

屈､ されるので､本

てはこれ等を防止するため､素材を加工

前に暖機の場合と同様1分間2～3回転しながら400-
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瓢00C迄暖め専軸中心の曲り状況を調べ､曲りが3/100以

内にあることを確 した後工作しているので､上記事故

の心配ほ無用である｡筒本タービンの高圧ロータ→-シャ

フトは従来高温に於てNi-Cr鋼に比してはるかに優秀

な機械的性質を有しながらその製作の困難なことにより

余り佐相されていなかったCr-Mo鋼の一体鍛造に成功

したことは注削こ値する点であり､今後の高圧高温化の

傾向に役立つところ大である｡

(5)高低庄各タービン軸華と第1段子歯車とは目立

歯車式校合接手によって連絡され､歯車頃合の衝撃が直

接タービンに影響しないようなっている｡又第1段歯車

第2段歯車との頃合せほ第1段親歯車に嵐込まれた可操

軸から直接連結する方法を改良して更に鎧接手を介し第

2段子歯車と連結する方法を採用したので可攫軸の自由

度を一層大きくする事が出来た｡

(6)減速装置の計画に当っては直径を大にし歯巾を

小さくして歯当りを良好ならしめ､歯切作業は温度調節

設備を有する歯切箋に於て精度の高いライネッカ歯切機

械で入念に行われた｡又材質的にも厳重な検査を行った｡

(7〕操縦弁は1箇の弁体に前進弁､後進弁の2箇を

右し､これ等の弁ほ何れも子弁を具備し弁の開き始めに

絹曙はリ

論

.､･:㌔_

第35巻 第1号

旦蔓5回

主横配 置 図

Of5,000HP Marine Steam Turbine

は子弁が先に開くため主弁の背庄がなくなり､操作が極

めで快調で も前後進の切換が適確容易に出

(8)復水器は表面接触式で､タービン本体に対し下

部懸垂型とし､復水器の重量がタービン木体に無理を生

ぜぬよう胴体下部の4箇所にバネ支持装置を備えてい

る｡

このように綿密な計画の下に製作された本タービンは

26年11月30日の工場試験に於て優秀な成績を示し､27

年3月3日及び6日の両日に亘って函餌港外茂辺地沖で

行われた公武 転に於てはA.B.,N.K.検査員の絶讃を

得ると共に斯界の裳讃を博し､日立製作所の姫用機関に

対する設計製作技術の優秀性を遺憾なく発揮した｡筒本

船の航海実績によれば 料消賓量ほ計画値より少なく､

又減速装置の音響も小さく噛合条件が一新されたことほ

一般の認めるところとなり､益々快調の航 を続けてい

る｡

テニー船､ゼニー船8,00OEPタービン

本タービンは戦後初の輸出向油槽船として日立造船所

に於て建造された米国キャラス仕納めのテニー船､ゼニ

ー船の主機として搭載せられたものにして､その性能の

優劣如何は日立造船所の造機メーカーとしての海外進出
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への鍵を開くか否かの岐路ともなるもので､その各部の

設計及び工作には性能の向上､取扱の簡易化､高度の信

頼性等に主眼点を置き､特にゼニ∵沿主磯に対してほ船

主の要望に答えて米国に放て行われている方式を取り入

れ 速装置と操 ;装置等に抜本的な改造を加えた｡

下記にその計画概要を

本タービンは蒸気状態は加減如こ於て乞7Ⅰ{g/′cm2g,

3950C,復水器真空724mmHg,軸馬力経済6,500HP,

定格8,000HP,定格軸馬力時に於ける主軸回転数102

r.p.m.蒸気消費量は経済局力時3･25kg/HPhr(無出気

時〕である｡

高圧タ←ピソは回転数を高くして､小直径多段落とな

し､翼専摩擦損失を少くして段落効率の増加を計り､前

進6段､後進1段の削り出し翼軍を 用し､特に調整段

にはカーチス翼茸を用いて負荷の変動に依る性能の低減

を防いだ｡

低圧タービンほコニカル7■ヅシュに依る翼華燭巌めの

組立式ローターを採悶し何れも最高の効率を発揮出来る

よう蒸気速度と翼周速度との比を適当ならしめている○

高圧ダービソの前後進ノズル管は差込型として高圧車

重とは別箇に製作している為､高圧車重が直接高圧高温

の蒸気に曝される事がないから不均一熱膨脹がなく､負

荷の急激な変化に対して車重の不同膨脹の不安がなく又

暖機時間が短縮出来た｡

高圧タrビン前部の車重と軸受との結合は､所

式支持法を採用し辛室を前部へ自由に膨脹せしめ､

猫足

とパッキンとの心が常に同心に保持されるように考慮さ

れている｡

クーピソの性能に大なる関係を有するノズル､翼の設

計､材料の選択等にほ格別の考慮を払い､特に低圧動こ

は多大の反動度を持たせて動翼に与える運動量の変化を

大にし､蒸気の湿度増加に依る効 の佐波を防いでいる｡

欝43図

Fig.43.

テニー船､ゼニー船8,000HPタービン

8,000HP Steam Turbine for S.S･Tini

and Zenie

高圧高温の蒸気を川うる場合にほ､従来の手放のカム

式操縦弁では操作が困難なのでテニr船に対しては油圧

操 弁を採用した｡これは既に｢友〉らぴあ九｣にて実施

せられ好結果を放めており､筒動作の確実を期する為手

仇操作も可能なるようにした｡

又ゼニ十沿に対してほ調達装置､操縦装置､グランド

蒸気調整 置等に米国に於ける方式を参照して､下記の

如く斬新なる計画を行った｡

手動に依るグランド蒸気調整の煩雑さをさけて油圧作

動の 整装置を設けて､蒸気溜の蒸気圧を0･2kg/cm2g

に保ち､負荷の変動に依る漏洩蒸気量を一定にし又放出

管からの漏洩蒸気ほ大気に放出しないで補助復水器に導

いている｡

ターピソの

設けてある｡調

度防止並びに

弁ほ前

連装置として 達弁を

弁の前に取付けられ､低

圧タービンの軸端に設けてある油ポソプの吐出油圧に依

り作動するサーボモータに依って､弁の開度を負荷に応

じて適当に保つようになっている｡タ㌧-ビンの回転数に

応じて油ポンプの吐出圧力が変化するので､回転数が定

格以上に上昇すると油圧が上昇して調速弁を閉鎖し始

め､115%の

ピソを停止する｡

減

度に達した時に調速弁を閉鎖してター

華室は音響防止を考慮した構造とし､上半革

室は適当な大きさに分割せられ､必要に応じて容易に開

放点検する事が出来る｡高低圧第二段子歯車ほ中空部を

貫通する可綬軸に依り第一段親歯車に連絡せられ､歯車

のピッチ誤差等に依る瞬間的衝撃に対し安全に設計され

ている｡

復7k器は表面接触式で主機械の据付面積を縮小させる

為タービン本体に対して下部懸垂型である｡冷却管の配

列は十分なる冷却効果を上げる 排気の分布と管巣の空

所を最適になるよう考慮すると共に､タrビンの過負荷

運転又は冷却水の温度上昇に対しても真空の低下が激し

くないよう冷却面積には十分の余裕を付けて計画されて

いる｡冷却管は両端エキスバンダーにて管板に取付け､

冷却管取付fl二抒Lにほ3本の幕を付けて特に海水の漏洩防

止を考慮してあり､胴体部分には冷却管の伸縮に十分に

耐える伸縮横手を採用している｡

テニ∵沿は昭和27年5月14日公試終了後､翌日桑港

へ処女航海をなし極めて良い成 を収めた｡ゼニ｢沿は

目下日立造船所に於て儀装巾にして､その就航を目捷の

聞に控え､軽快確実なる操縦､調速方式は他社の括目す

る所である｡又当工場に於ては第3,第4紛用の物を製

作中にして､これ等は前者とは計画を一新して､後進は

低圧タービン丈に置き､鉄板製減速歯車尊室を採用して

いる｡これ等就航の瞬にほ必ずや造機メ←カーとしての
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日立製作所の真価を

-

､

外に発揮し得るものと思ってい

る｡

この外従来の2nl(g,35nOC級のダービソでほ日産汽

解の冒聖丸､日洋丸田として4,000HPのもの2台製作

したっ このク･一セブンほ前に納入した日産丸､日令九クー

ビン主機と同軸こして成績

のである⊂

の

秀なる好評のある型式のも

日産汽船巳光九用10,000ⅠIPタービン主槻

木タービンは日立造船因島工場で建造された日産汽船

物船日光九(DWll,800トン〕に搭載するものであ

りその仕様は次の如くである｡

タービン型式 複汽筒クロスコンパウンド型衝動

ターピソ

軸 馬 力 窪贋……………‥.8,000HP

定格.‥ 10,000HP

主軸回転数 定格.‥..
.‥11Pr.p.m.

タrビン入口蒸気圧力…………‥ 27kg′′cm2g

タ∴-ピソ入口蒸気温度………………‥3850C

復水器真空………………‥720mm-Hg

(8月00HP時水温240C)

蒸気消費量‥‥‥‥.
.‥3.141ig/HPhr

減 速 装 置……ダブルヘリカル2段滅 歯車

本タービン主磯及びその附属装置の設計にほ従来の塾

に対して日立造船所のみならず我が造船界に於て初めて

の幾多の新しい試みがなされており､その成果は造船界

注目の的となっている｡

〔1〕 タービン

本タービンほ高圧8段低圧7段計15段であり､後進

タービンほ低圧タービンのみに設けられ､カ←チス1段

ラトー1段で4,500HPを出しうるように設計されてい

る｡高圧尊重は鋳鋼製であり低圧車室ほパーライト

製であり後進側ほ鋳鋼製であるが､高圧タrピンの前進

及び低圧タービン′の後進蒸気室ほ軍室と別箇にMo鋳鋼

製であり辛室に咳入式となっており､高温に耐えるのみ

ならず不平均熱膨脹がなく又熱脹膨畳も少く暖機時間が

短縮され更に軸馬力の急変に際しても不安がないような

構造となっている｡

タービンの軸受裏金は球面 で支えられている為軸の

控みに閑せずメタルと軸頸接触が一様で､高圧に耐える

事ができ､推力軸受はタービンの前部軸受と一体の構造

となっており､これに依りタービンの長さを減少させる

と共に分解に極めて便利なようになっている｡推力枕の

磨耗 度はスラストイソヂケrクに依り随時点検するこ

とができる｡

ラビリンスパッキンの櫛歯はスプリングに依り支持さ

れており万一櫛歯が草軸に接触しても容易に逃げ得る構

評 論 第35巻 第1号

､∴=･:

Fig.44.

10,000HP タ ー ビ
ン主機

10,000HP Marine Steam Turhine

造となっている｡叉高圧部のラビリンスの軸部はシャフ

トに7■ウシュを巌込む型式になっているので柄菌を摺つ

てもシ1-フトを傷付けることがない｡

高圧タービンのダイナミックバラソスほバランス片を

ロー∵グrデスク部の構に取付けられるようになってお

り､長年使用して葵を植換えバラソスを取直すような場

合デスク部を傷付けることなく簡単にバランス片を付け

換えられるようになっている｡

高圧タrビンの前部軸受は板バネに依り支えられてお

り熱膨月長に対して極めて容易に前方へ逃げられるように

考
′曽､
されている｡

危急濃断嚢眉は高圧タービン側にのみついており低圧

タービン側にほ調速装置用の油ポソプが取付けてある｡

〔2〕調速

タービンの 防止装置並びに調速 置として操縦弁

内に調速弁を設けてある｡これは前進操縦弁の前に取付

けられサrポモータの油圧に依り開度を適当に保つよう

になっている｡低圧タービンの軸端に設けた調達用庄油

ポソフロの吐出庄油を調速弁用サーボモータの圧渦ピスト

ンに導いてあり､ターピソの回転数に応じて庄油ポソプ

の吐出圧が変化するので､この圧油ピストンの上下の運

動に依り調速弁が開閉するようになっている｡.今回転数

が定格以上に上昇すると油圧が上昇して調速弁を閉鎖し

始め115%の

を停止させる｡

又この調

速度に達した時に完全に閉塞L-ターピソ

弁ほ荒天時に於てクーピソが必要以上に過

通するのを防止するために 置をも兼ねる

来る｡この場合ほ操作盤内にある針弁に依って

とが出

連泊ポ

ソプの吐出庄を適当に調整することに依り定格回転数の

80%迄に各回転に放て調速装置として作動させることが

出来る｡

(a)操 縦

第45図は 操三

弁

弁本体の外観である｡前進､調速､後進

▲
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第45図

Fig.45.

中間及び後

油 圧 操 縦 装 置

Manoeuvermg Valve

弁は一体の弁本体内に設けられ､前進例の

尊敬でタrピソを停止せしめる場令

を送って急停止することが出

ちに後進側に蒸気

操縦弁は何れもポ←ルベアリソグをf机､て軽快に 操7

することが出来ると同時にバイパス弁を設けてあるので

析閉ほ更に容易となっている｡

(b) 速ポソ70

歯渾式油ポンプを用いタービン軸の振動並びに伸に対

l

ガた汀/ま♂槻J

J批鍬甜

第47図

Fig.47.

● l :

第46図

Fig.46.

韓 作

して安全に よる来出転

盤

Operating Board

う設計上!特に注意が払われてい

る｡この吐LH油は操作盤内の針弁に導かれる｡

(c〕操 作 盤

第4`図ほその外観を示す｡操作盤内にほ

吐出側安全弁､車由受油圧低下

速了由ポソプ

断ピストン､調速用針弁

並びに過速試験用針弁等が配列され操作に極めて便利に

出来ている｡

(d〕サーボモータ
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調速庄油ビストソ､パイロット弁及びサrポピストソ

から成り､ 速耶由ポンプの吐出圧の変化に依り上記庄

油ピストンが運動し､パイロット弁の切換えに依ってサ

ーボビストソが作動する｡このサーボピストンの上方に

達弁が取付けられる｡

邦船に於ける舶用タービン用として油圧式詑連装置を

取付けるのは今回が最初であり､本装置の取付けにより

従来しばしば問題となった荒天時に於ける70ロペラ及び

プロペラ事由がオーパ∴-ストレスにより破損するというよ

うな事故が未然に防止出来る事になる｡

〔3〕衛帯蒸気訴整装置

高低圧タービン前後のラビリンスパッキンにほ衛帯蒸

気調整装置を介して蒸気を供給し､自動的にその圧力を

0.2kg/′mm2gに維持する事が出来るようになっている｡

放出管4箇は1箇所に纏めて､放出蒸気を補助コンデン

サーに導き大気に放出しない構造となっている｡その感

度ほ鋭敏にして安定である｡

(a〕 庄 器

油源はLOポンプより導き､調圧器入口の針弁に依つ

て適当に絞られた泊はサーボモータに連絡する｡一方ペ

ロース内にほ蒸気圧が常にかゝり釣合バネと平衡を保ち

その心棒の上方にある油逃し弁の詳度を適当に保って安

定する｡

(b)サーボモータ

油圧器に依り試整された圧油がサーボピストンに作用

し､こゝで大きな力に増幅されて次の加減弁を動かす｡

(c)加 減 弁

(1)第1加減弁 供給蒸気側とラビリソス各入口側

上に連絡･し供給蒸気を加減する｡

(2)第2加減弁 ラビリンス各入口側と復7k器側に

連絡し逃出し蒸気を加減する｡

上記2種の弁は各々レバー機構に連絡し第1加減弁が

開く時は第2加減勇は傍じる｡錦圧油がなくなった場合

ラビリンスに蒸気を供 するためにレバーに押しボルト

が設けてあり､如何なる場合にもラビリンスに蒸気が尽

きることのないよう計画されている｡

第47囲は蒸気及び油系統図を示す｡邦解に本 置を附

すのは今回が初めてであり､各方面から注目されている｡

〔4〕減速装置

我国で初めての全熔接構造を探輔している｡即ちホイ

ールセソタ←ほ鍛鋼と鋼板の熔接により組立てられてあ

り最少の材料で最大の強度を持つように設計されており

実物に対して荷 試験を行ってその強度を確認してい

る｡車重ほ全部鋼板熔接であり､各部品毎に熔接後煤鈍

しこれを全部組合せて熔接してから更に全体を焼鈍して

各部の応力及び歪を取り去っている｡これ等は模型撞こ依

評 論 第35巻 第1号

第48図 衛帯茶気調整装置

Fig.48.Gland SealRegulator

凡 調巨富

私 謂整字

団 巨繋気遥

田 ニードノン幸

薫気管

油 管

第49図 衛滞蒸気調速 置系統図

Fig.49.Diagram of Gland SealRegulator

り振動試験を行づて各部の構造を決屈し銀板製の専室に

対して最も心配される振動及び音響の問題を十分解決L-

ている｡

に比して滅

板の熔接奉

装置の重

残する事に依り従来のもの

を80%に軽減する事ができ将

来夏に65%に迄軽減する事が出来る目安を得た｡車重

カバーは分解及び点検に極めて陵利なように分割されて

いる｡

陸軍は涯巾と径の比J′′dを従来のものに比して著るし

く小さく取り､荷重のか_ゝつた場合ピニオンシャフトの

歪に依F)歯が片当りになるのを防いでいる｡1段ホイー

ルと2段ピニオンはこれ等の両方を貫通する極めて長い

可 軸に依り呟合接手を介して連結されており､外部か

らの徳撃を十分吸収できるよう設計されている｡温度計

は油流指元器付の極めて見安い新型のものを用いてい

る｡

舶用タービンの減速 置を銘板熔接製にする賓は舶用

J
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第50図 熔接製ホイr-グレセンター

Fig.50.Welded WheelCenter

タービン界の懸案事項であったが､これを他社に先じん

て完成し得た事ほ特 すべき事であり我が国造船界の一

変を劃するものといえよう｡

〔5〕主復水器

31

第51図

Fig.51.

復 水

Condenser

君差

主復水器は表面接触型で冷却管ほ両端エキスパンダr

にて管板に取付け冷却管用孔には3本の構をつけて掛こ

海水の漏洩防止を考慮しており､胴体部にほ冷却管の伸

終に十分耐える伸

復水潔は再熱脱気

接手を採用している｡

で復7kは一度復7k浮上部に設けた

盆上に集めてこれを復7k溜に落下させ､落下の途中で一

部の蒸気を用いて加滅すると共に脱気作用を行わせるよ

うになっている｡




